
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

永
大
観
光
、
新
天
地
に

ラ
ウ
ン
ジ
を
オ
ー
プ
ン

飲
食
店
経
営
の

�株
永
大
観
光（
中

区
幟
町
、
益
永

泉
一
社
長
）
は
１０
月
２
日
、
中
区
新
天
地

の
グ
ラ
ン
ポ
ル
ト
ビ
ル
八
階
に
「
Ｌ
ａ
ｕ

ｎ
ｇ
ｅ
オ
ー
・
ブ
リ
オ
ン
」（
河
田
真
希
マ

マ
）
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
の「
ウ
ス
ケ
ボ
」（
本
店
、

仏
壇
通
り
店
、薬
研
堀
店
）、「
ブ
ー
ス
大
将
」、

「
ブ
ラ
ド
ー
ル
」
に
次
ぐ
六
店
目
。
面
積

約
五
〇
�
�
、中
央
に
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、

中
央
通
側
の
出
窓
部
分
と
奥
に
ボ
ッ
ク
ス

席
を
設
け
全
二
五
席
。
常
時
一
〇
人
前
後

の
ラ
ウ
ン
ジ
レ
デ
ィ
ー
が
付
き
、
料
金
は

ハ
ウ
ス
ボ
ト
ル
の
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
で
九

〇
分
七
〇
〇
〇
円
、
キ
ー
プ
後
は
同
六
〇

〇
〇
円
。
新
し
い
形
態
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
し

て
世
界
の
ワ
イ
ン
を
豊
富
に
そ
ろ
え
、
一

シ
ョ
ッ
ト
（
別
料
金
）
で
提
供
す
る
。
営

業
は
午
後
７
時
〜
翌
午
前
１
時
で
日
祝
定

休
。
�電
二
四
九
―
六
〇
三
〇
。

▽
広
島
労
働
局
と
県
、
市
は
、「
仕
事
と
家

庭
を
考
え
る
月
間
」と
定
め
た
１０
月
１１
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
広
島
で
「
両
立
支
援
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
広
島
女
学
院
大
学

の
篠
原
收
教
授
が
「
経
営
戦
略
と
し
て
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」を
講
演
。

男
性
も
育
児
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど
で
、
仕
事
と

家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を

促
し
、
経
営
に
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
言
及

す
る
。
ほ
か
に
県
内
企
業
も
交
え
座
談
会

を
開
く
。
定
員
一
八
〇
人
。
申
し
込
み
�電

二
二
一
―
九
二
四
七
。

▽
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
は
１２
月
１６
日
ま
で
、

秋
季
展
「
雪
月
花
の
輝
き
」
を
開
催
。
絵

画
の
中
の
光
と
影
の
饗
宴
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
画
で
は
雪
月
花
や
花
鳥
風
月
を
、
洋

画
で
は
人
の
心
模
様
を
映
し
出
し
た
近
代

日
本
絵
画
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
児
玉
希

望
の「
月
光
」、
高
山
辰
雄「
朝
の
気
」、
岡

田
三
郎
助
「
花
を
も
て
る
裸
婦
」
な
ど
五

〇
点
を
展
示
。
藤
田
嗣
治
の
幅
九
�
を
超

す
壁
画
「
大
地
」
を
特
別
公
開
。
マ
イ
セ

ン
館
で
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
婦
人
習
作
な

ど
の
ほ
か
ガ
レ
の
新
収
蔵
品
二
〇
点
を
初

公
開
す
る
。
会
期
中
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ

ノ
コ
狩
り
、
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー
な
ど
を
併

催
。問
�電
〇
八
二
九
―
七
七
―
二
二
七
七
。

▽
広
島
国
際
学
院
大
学
は
１０
月
７
日
午
後

１
時
半
か
ら
「
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

仕
事
と
ス
キ
ル
」
を
、
翌
日
午
後
４
時
に

「
カ
ー
プ
を
愛
す
る
二
つ
の
講
演
会
」
を

立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
く
。「
カ
ー
プ
〜
」

で
は
、
同
大
学
現
代
社
会
学
部
の
迫
勝
則

教
授
が「
前
田
の
美
学
」、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
二
宮
清
純
氏
が
「
カ
ー
プ

へ
の
提
言
」
と
題
し
て
講
演
す
る
。
定
員

一
二
〇
人
。
い
ず
れ
も
参
加
無
料
。
�電
二

一
二
―
一
六
五
一
。

▽
広
島
地
域
ブ
ロ
グ
（
簡
易
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
の
「
ブ
ロ
グ
王
国
」
運
営
な
ど
の

ガ
レ
リ
ア
・
レ
イ
ノ
�株
（
中
区
）
は
１０
月

２５
日
、
中
区
袋
町
の
市
ま
ち
づ
く
り
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
で
、
地
場
企
業
向
け
に
「
成

功
例
に
学
ぶ

地
域
ブ
ロ
グ
の
活
用
で
売

上
増
加
の
法
則
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
参

加
費
無
料
。
�電
二
四
五
―
二
三
〇
五
。

め
ま
い
で
お
悩

み
の
患
者
さ
ん
は

意
外
と
多
い
も
の

で
す
。
め
ま
い
と

は
、
実
際
に
は
自

分
あ
る
い
は
周
囲
が
動
い
て
い
な
い
の
に
、

動
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
現
象
の
こ
と

で
す
。
頭
が
グ
ル
グ
ル
回
る
、
体
が
フ
ワ

フ
ワ
す
る
、
目
の
前
が
暗
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
あ
り
ま
す
。
生
命
に
関
わ
る
病
気

が
原
因
で
め
ま
い
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

『
初
め
て
め
ま
い
が
起
き
た
時
』

嘔
吐
を
伴
う
激
し
い
め
ま
い
で
も
、
意

識
障
害
、
手
足
の
シ
ビ
レ
や
麻
痺
、
舌
の

も
つ
れ
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
は
一
安
心
。

逆
に
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
時
や
激
し

い
頭
痛
を
伴
う
時
は
、
生
命
に
関
わ
る
病

気
（
中
枢
性
）
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
救
急
外
来
な
ど
受
診
し
て
治
療
を

受
け
て
下
さ
い
。

難
聴
、
耳
鳴
、
耳
が
詰
ま
っ
た
感
じ（
耳

閉
感
）
を
伴
う
時
は
、
耳
鼻
科
的
な
め
ま

い
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
耳
鼻
咽
喉
科
で

専
門
的
な
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
心
疾

患
等
を
以
前
か
ら
治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

ま
ず
、
め
ま
い
の
原
因
を
調
べ
、
そ
の

原
因
に
応
じ
た
治
療
を
始
め
ま
す
。

『
日
常
生
活
で
の
注
意
』

現
在
、
め
ま
い
の
治
療
を
受
け
て
い
る

患
者
さ
ん
は
、
日
常
生
活
で
は
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

め
ま
い
が
起
き
て
い
る
時
（
急
性
期
）

は
、
体
を
動
か
さ
ず
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と

が
基
本
で
す
。
具
体
的
に
は
、

①
目
を
閉
じ
、
体
を
動
か
さ
ず
、
楽
な
姿

勢
を
と
る

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
横
に
な
る

③
暗
く
静
か
な
部
屋
で
安
静
に
す
る

④
目
の
前
で
動
い
て
い
る
も
の
は
見
な
い

⑤
体
に
振
動
を
与
え
な
い

め
ま
い
の
症
状
が
安
定
し
て
い
る
時（
慢

性
期
）は
、
め
ま
い
発
作
予
防
の
た
め
に
、

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
具
体
的
に
は
、

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い
食
事

を
す
る
（
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
度
に
！
）

②
充
分
な
睡
眠
を
と
る

③
適
度
な
運
動
を
す
る

④
急
に
体
を
動
か
さ
な
い

⑤
目
が
疲
れ
る
、
肩
が

こ
る
こ
と
は
避
け
る

⑥
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

⑦
大
音
量
で
聴
か
な
い

⑧
低
め
の
温
度
で
入
浴

す
る

め
ま
い

広
島
市
東
区
医
師
会
理
事

耳
鼻
咽
喉
科
佐
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

佐
藤

修
治

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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